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一、小論文という科目について
言語学者のチョムスキーは、 ﹁理想とする教育とは、子供たちが待っている創造性︵
C
reativity ︶と創作力︵
lnventiveness ︶をの
ばし、自由社会で機能する市民となって、仕事や人生においても創造的で創作的であり、独立した存在になるように手助けすることです。こういう教育だけが、進んだ経済というものを生み出すことができる。 ﹂と言っています。そして一方で、 ﹁良い大学に入るための早期教育は、海兵隊員や労働者になるための訓練とし はいい﹂とも皮肉っています。
実際、過去の詰め込み式の学習は、その内容以上に、業務処理に長け、秩序を維持し ける会社人間を育てるための、訓練
のような意味合いもあったよ に思います。しかし、グローバル化する世の中において、指示をこなすだけの人間を育 るだけではすまなくなっているのが現状 す。こうした背景をふまえ、小論文という科目は、知識をもとに自分でものを考えられる子どもを育てる、という趣旨で授業を行って これは英語教育以上に、グローバル化においても必要不可欠なジャンルです。詰め込んだ知識を吐き出すだけ 試験 くり返 だけでは、世界を相手に伍して ける子どもを教育できないでしょう。
　　　　　　
※
　
※
　
※
私が学習院高等科で、小論文の教鞭を執るようになってから十年が経ちました。小論文の授業は選択制なので、だいたい十数人から数人という人数の生徒に対して授業をさせていただいています。人数的に
はこれくらいが適正だと思っています。 のもやはり、それぞれの論文を読む時間も必要な で、ど しても時間がかかってしまうからなのです。
また、正解のない科目でもありますから なぜそのような考えに至ったのかについて、ひとりひとりと話をする必要もありま
す。いわばゼミのような形式ですので、図書館にある高等科研究室で 二時間続 ての授業を行っております。こうした余裕のある形で授業を行わせていただいておりますこと、ありがたく感じております。他校での経験もあり すが、同じように人数を
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少なくするといってもそれはクラスを半分︵二十人ほど︶に分けるというものでしたから、これだと手が届きにくくなってしまいがちでした。
授業を選択する生徒たちの動機を聞くと、受験のためであったり、文章を書く技術を洗練させたかったりなど、さまざまです。
受験で使える小論文を期待し いる生徒が多いこともありますし、指導に際してうってつけのものも多いため、授業には試験問題を使用することが多くあります。
ちなみに受験で使われる小論文ですが、本試です・早稲田大学
　
スポーツ科学部
・慶応大学
　
法学部、経済学部、商学部、文学部
・日本大学
　
芸術学部
・各医学部小論文
などがあります。
また、これ以外にも最近はAO入試などでも、 が課せられるところは多くなっています。自己PRも含め、表現力は期
待されているからでしょう。
これは先にも述べたようにグローバル化のもとで、独創性や発言力のある人材が期待されるようになったこと、また詰め込み
式学習への反省から、大学が自分で考える力をもった学生を求めていることのあらわれと考えられます。
なお、書いたり話し りすること自体は、今どきの子どもたちのこと、抵抗なく行えているようです。実際、書く、という行
為自体は、私たちの生活の中でとても増えていることに気づかされます。高等科生もたとえば、友だちとのやり取りでメールを書いたりツイッター発信をしたり、SNS ブログを書いたりすることも多いでしょう。書く、という に対して、敷居の高さを感じない人は多くなっているの す。
しかし、それだけおびただしい言葉が行き交う時代ですから、最後まで読んでもらえる文章を書くのは実はとてもむずかしい。
就職活動の指導を頼まれることもある ですが、そこでも私はたびたび、 ﹁最後ま 読んでもらえる文章がよい文章﹂だと伝えます。大学入試でも同じです。大学が小論文を試験科目 して取り上げて ことで 暗記科目よ 簡単だと思い込む向きが多い ですが、実は小論文のハードルは確実に上がっていま 。
ちなみに三十年ほど前も小論文はありましたが、以前に課されていた小論文は、今のように専門化 細分化されては ません
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でした。しかし今はより実践的な知識を問うものになっています。例えば医療系なら、現在問題になっているような生殖医療、臓器移植問題など、医療の実際、倫理的な問題についても知り、言及できなければなりません。法学部なら死刑制度、少年法の改正の是非やアジア各国との戦争責任問題、最近では国民主体の国家のありかたなどの問題が問われます。経済学部であれば、年金問題、グローバル化における格差問題 ども、幅広く知っておいて、しかも自分なりの意見を述べなければなりません。そのためには、社会的な視野を広げておく必要もありますし、一方で歴史についても理解を深めておく必要があります。
この変化は高校生の時分から自分の将来の選択について、自覚的であることが求められるようになったためです。かつての日
本の教育は、社会とへだたりがあるものでした。つまり実践的というよりは、抽象的・学術的なものだからです だから大学までの学びを終えてから 仕事については会社に入ってからまた一から勉強、というのが通例でし 。そ ため教育の意味はどちらかといえば、その内容以上に、組織の一員として、秩序立てて のごとを進めるための﹁訓練﹂として 意味合いが強かったのです。学習をいかに要領よくこなして学力 向上させられるか、というほうに主眼が置かれがちだっ のでしょう。
しかし今では、慶応大学のSFCのように、大学在学中にフィールドワークやインターンシップを推奨するなど、実社会での
即戦力としての教育が期待される うに っ います。ですか 小論文にお ても かな 踏みこんだ内容が期待されるようになってきた
ただし受験の小論文の現状としては、いいか悪いかは別にして、それほどむずかしく考える必要はないのも事実です。800
～1000字での記述 、字数がたいへん 限られているので、言及 き ことに限 があります。だからある程度知識を得て、キーワードを知っておくなどすれば、答え方もおのずと決まってきますから 結局知識に偏っていて、詰め込み式の学習と変わらないようなところもありま 結局 ところ 生徒 考える力 独創性、論述力を見きわめる の はなって な ようです。ある一定のバランスの取れ 、形の整っ 解 を引き出すと う意味において、結果的 能力の判定を急ぐものになってしまっている感は否めません。
もちろん勉強している生徒、日ごろから問題意識をもっている生徒、自分の志望への認識を深めている生徒の文章は、読めば
分かります。しかし、小論文という試験科目があることで、生徒の書く力がひとむかしより養わ ように ったか つい は、疑問が残ります。
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二、学習院高等科における小論文授業
学習院の高等科生たちは、自由にのびのびと学び、学生生活を楽しんでいる子どもたちが多い印象です。今まで出会った生徒
たちは、みな素直でとても純粋です。学ぶことでどんどん自分の考えをもつようになるので、教えがいがあります。
出世欲以上に社会貢献をしたい という希望をもつ子どもが多いのも、高等科生ならではの特徴だと思っています。留学をし
ている生徒も多く、英語には不自由していない、あるいは中国語やポルトガル語、その他の国 語学ができる生徒もいます。
ここで早期語学教育の是非についても考えてみたいと思います。実はこれは 小論文とも関わる事柄なのです。﹁ひとつの言語しか知らないものは、ひとつの言語も知らないのと同じである﹂というような言い方がされることがあります。
つまりひとつしか知らなければ、それを最良のものと思 込んでしまう、ということです。他者 存在が自己を確立す 手がかりになるように、他の言語を学ぶことで、理解の幅も広がるからです。ですから、他の言語の語学教育それ自体は、早期から行うべきでしょう。もっともそれが英語でいいのか、同じアジアの国の他の言語を学んだ方がいいのではないか、など 考慮の余地はあ そうです。
また、必ずしも外国語でなくてもよく、漢文の素読や古典の学びなども、ことばや思考をゆたかにするための下地となりそう
です。理系ですが、ノーベル物理学賞の湯川秀樹博士は、小学校に上 前から祖父に漢文の素読をさせられていたと言います。湯川は自伝に﹁私はこのころの漢籍の素読を決してむだだったとは思わな ︵略︶意味もわ ずに入っていった漢籍が大きな収穫をもたらしている。その後大人の書物をよみ出す時に文字に対する抵抗は全くなかった。漢字に慣れていたからであろう。慣れるということは恐ろしいことだ ただ祖父の声につ て復唱するだけで、知らずし ず漢字 親しみその後の読書を容易にしてくれたのは事実である﹂と述べています。
ともあれ話を戻しますと、今の生徒たちは英語や他の国の言葉など、語学に早期に親しみ、不自由しないけれども、その一方、
日本語で自分の意見をまとめられるほど成熟した生徒は多くは いということです。
Facebook
でも英語で発信している生徒を
見かけますが、つぶやき程度の内容で、他国の生徒 政治や国家について議論を交わせるほどで ないよう す ただ、受験科目としての小論文は地道に勉強 るので、まずひ とおり型どおり 解答はできる いう が印象です。
しかしそうした解答では、入試には困らない体裁を整えることはできても そ 生徒自身の︿顔﹀が見えにくい文章となりま
す。知識だけで綴った提案には、血が通わないからです。 ︿正解﹀ 書けるし述べられ 。し し、いずれ人を動かそうというときにはその力に乏しく、心に響かな かもしれません。もち ん感情的になってもらっては困りますが 論考に当たってはよ
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く言われるように、クールな頭脳とホットなハートをもっていてほしいと思います。
彼らが淡々としている、さめている原因を、ゆたかさに求めることはたやすいでしょう。たしかに、現代日本の若者は、自分
自身で人生を引き受ける機会は少 いかもしれないからです。しかしそれだけではなく、実学ばやりで人文学的学問が蔑ろにされているせいもあると思 のです。ドイツでは中高等教育から哲学の授業が充実していると言います。しかし、日本にかぎらず人文科学的学問は軽視される傾向にあるようで、哲学や文学を通して人間を理解するよりも、脳科 や生命科学、遺伝子など、科学の切り口のほうが合理的に人間を解明できるという考えが、だんだんと主流になってきて るのかもしれません。
三、経験を経た言葉の成熟
ところでこれは高等科の生徒たちに限った話ではないのですが、小論文はとてもよくできても、個人別の経験や思考を文章に
綴らせると、驚くほど素朴なことがまま ります。
例えばこれは別な学校の大学生の話です。ある き﹁幸福につい ﹂というテーマ題を課しました。すると、これがビックリ
するほど幼稚なのです。内容は、子どものころ、好 嫌いをして母親に天丼をどんぶりごと投げつけられたことがある、というものです。その後彼女はコンビニでアフリカの子どもたちへの寄付を募る募金箱を見て、自分がワガママだった、いかにしあわせな立場かを気づいていなかった、と反省したというのです。文章の展開も、中学生程度の内容でした
しかし、彼女は理系の大学の優秀な学生です。後日の授業で原発の存続について賛成、反対どちらかの立場で論じなさい、と
いうテーマを出したところ、メリットデメリットを列挙し、データを挙げ、理路整然とスジの通ったあざやかな論を展開してみせました。こうした議論にお 、賛成、反対、どちら 立場であっても、彼女は論じるこ に困ら の す。
つまり勉強はできる、知識ももっている。しかし、一方で 女自身を表現する文章力の成長は 中学生で止まった まなのです。自分の身に起こったあ 経験を、どのように自分の中で捉え返すかで書き手の成熟度が分かるものです。彼女は自己の経験の
意味を問い直す捉え返しの作業を、自分の中で行っていない。そのため、心や思考力 成長がストップしているのかもしれません。彼女の反省自体は立派ですが、 ﹁食べものを粗末にするな﹂と言いながらどんぶりごと天丼 投げつける彼女 母親は、決して食べものを大事にはしてい い。そのとき母親は やや感情的に り過ぎたのかもし ない。しかし 彼女はそこに矛盾見ることや、分析したり思考をすることを止めて、ごく無難な場所に体験の意味を着地させている
ひょっとしたら彼女にとってこの問題を考えることは母親の否定となることから、無意識に判断中止してしまっ のかも
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しれません。母親を否定的に見るのはしのびない、という理由もあるかもしれません。どちらにしても大学生にもなるのに、体験との間に距離が取れていない子どもが多いのです。客観的にものごとを見ることができないのはこのせいではないでしょうか。最近はこうした子どもが多く、それゆえに︿顔﹀を見せないまま、小論文が書かれているのかもしれません。
しかし一方で、先の原発反対／賛成の表明のように、自分の心に関わりのないテーマであれば、他人事のように︿正解﹀を導
くことができるわけです。
このエピソードが示すように、大人に反発をしないのが今の子の特徴でもあ そうです。ただ、それをすぐに﹁親離れできな
い子﹂と決めつけるのは早計でしょう。昨今のアニメやドラマに登場する大人の描かれ方を見ても分かるように、今の子たちは大人に過剰な期待をしない。大人はリスペクトの対象ではなく、友だち感覚、あるいははなから期待できない存在、と見ているだけなのかもしれません。
高等科でも、こんなことがありました。あるとき、携帯電話で話をしている生徒に出会いましたが、いつも活発な彼が、こ 日はていねい ことばで受け答え して
いたのです。電話を切った彼に、﹁今のは誰？﹂と訊いたところ、いつも ようにいわゆる﹁タメ口﹂ 、﹁親だヨ！﹂と返してきました。
彼は親御さんによって、誰に対してもていねいな言葉で話すように日ごろから躾けられているとか。家庭ではそれを守って
るのですが、学校では守っていない、というわけです。友だちの手前、みっともないと思っているのでしょう かといって、正面から親︵大人︶に反発する とはしない。親︵大人︶の前だけでこのルールをちゃっかり守っているわけ
最近の子どもには、こうしたダブルスタンダードが多いようです。決 て覇気がないとは思いません。彼らなりの処世術であ
り、またそれが本当に反発するほど重要な場面でな と分かっているからだと、私は受けとめています。
ただ、その︿もの分かりの良さ﹀はいささか気になります。思考の成熟を止めることに り ねな からです。　　　　　　
※
　
※
　
※
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なぜ、学びだけでなく人間的な成熟が必要かと言えば、それは先に述べた﹁血の通った﹂論文を展開するためです。政策や経
済を考えていくにしても、医療に携わるにしても、 ︿人﹀への理解が必要不可欠です。そのためには、自分の経験を何度も問い直したり、文学に触れたりするなどして考えていくほかありません。今の状態は、知識の頭でっかちなだけで、知恵が伴わないのです。
医療系小論文にしても、高齢者の延命を否定するだけならまだしも、それを医療費削減と結びつけるという非人間的な論を、
何の自覚もな に展開する生徒もいま 。また法学部志望の答案で、犯罪の抑止を考えるあまり、無防備に監視社会を推奨する論を展開する、経 学部の論では格差を﹁努力の結果﹂と安易かつ単純に肯定するものがあったりと、理解が浅いものもありま
 
す。
人類がこれまで築き上げてきた叡智はすばらしいもので、おかげで文明は発展し、技術も進歩して、経済的にもゆ かになっ
ていま
しかしその莫大な
叡アーカイブ
智
をインストールしたとしても、人間的なゆたかさが継承されるとは限りません。人間性の涵養、つま
り人がらや良心を養い育てることは、生徒自身が一からひとりで成し遂げ しかないのです。小論文とはその知識と人間性が組み合わさったもので展開されるべきものでしょう。
では、人間性を養うにはどうすればいいのか。それは世の中の問題、テーマを手がかりとして、生徒自身に考える時間をもた
せるしかあ ません。書いたものをもとに 議論 し、自分の考え 養っていくべきで ょう。そのような教育が必要だと思われます。小論文の授業は、まさにその趣旨 と行なってい のですが、三年生からでは十分に時間が るとは言えなくて、もどかしい思いをしています
かつて、慶応経済学部を受けたい、という生徒がいました。この生徒 一般受験に焦点を合わせ、四月の段階から私の指導を
求めてきました。授業内では限り ある 、授業後や、あるいは夏休みなどに個別対応しましたが、はじめのうち、小論文に初めて取り組んだ彼の持論は貧しいものでした。格差社会について論じることが求められていたのですが、彼は格差を﹁努力の結果﹂とし 肯定 、論じて ま た。論考内には﹁負け組﹂ いう言葉も使用していま た。言うまでもなく、それは小論文以前の作文でしかありませんでした。彼は高校三年生になったばかりでしたが、決して驚くことではなく、初めて小論文を書く生徒には、よくあるパターンです。
その後、格差は必ずしも個々人や国の努力不足というわけではなく、社会構造にも原因があること、格差は放置してよいもの
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ではなく、それが広がったり固定化したりすることで、社会が不安定になる可能性などを根気よく教えました。しかしその結果、この問題は彼の心の琴線にいたく響きすぎてしまったらしく、急に社会正義に目覚めてしまい、今度は極端に社会主義的な内容で展開するようになってしまいました。そこでまた、歴史を引きながら自分で考えてもらうようにして、ようやくバランス感覚をもってこの問題を考えること できるようになりましたが、それはまさに入試の直前でした。
大人の求める正解をはじめから教えることもできますが、自分のものにできていない考察を、入試の場でとっさに展開するこ
とはできません。 すから自分の頭で考えさせ、ともに議論をしていき 論考力を養っていくことが必要になるのですが、自分の実感としてようやく論を展開でき よう なるのは、このように時間のかかることなのです。
また昨年、同じように四月から小論文に個人的に取り組んで、慶応経済学部に合格した生徒が ます。この生徒は、四月の段
階では少なく も小論文の出来 よ ありませんでし 。しかし、夏休みも個人指導をたびたび求めて るなど、とても熱心に小論文に取り組みま た。熱意もあったの しょうが、あ 課題を考えることが楽しくなったようす した。その結果、入試直前の予備校模試で、何と全国十番内に入りました。 の成果には 彼 私も驚きましたが いったん 信をつけた彼は その後赤本の解答よりも良い内容の を展開するなど、飛躍的 力を発揮するようになりま た。志望校 合格 のは、言うでもありません。小論文の向上は時間がかか とはいえ、若い世代の成長は、かくもめざましいのです。
ただし、彼も知識は養ったものの、まだ幼く、人間性をかねそなえた考察ができるようになるのは、まだ先でしょう。しかし
自分の日常生活 中から問題を考える、とい 小論の授業、受験指導を通して、変わってくれること 願っています。
